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 Circulator with a coplanar wave-guide structure， whose extemal form is a

rectangular， was designed and analyzed by using 3D finite-element method.  ln

this analysis， the non-reciprocal transmission characteristics with an insertion

loss of 1. 0 dB and an isolation of 33 dB appeared at around 7 GHz.  The bandwidth

defined as the band with isolaeion of over 2e dB was 5e MHz.  A circulator was

fabricated based on the design and the transmission characteristic of the

circulator was measured.  The fabricated circulator showed an insertion loss of 4. 9

dB and an isolation of 28 dB at around 8 GHz.  The bandwidth at isolation over 20

dB was 70 MHz. 
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1. 緒言

  近年の高度情報化社会の進展により、伝達される情報量は増加の一一途をたどっており、通信速度

の高速化が余儀なくされている。通信に使用する周波数を高くし、一度により大量の情報を伝達する

ことは、通信速度の高速化への要求を満たすための一一つの有力な方磨翌ﾅある。また、情報通信の高速

化・高周波化の一一方で、情報端末の多求濫¥化に対する要求は疑いようもない。現在の携帯電話は、カ

メラ求濫¥、インターネットへのアクセス求濫¥はもちろんの事、音楽再生求濫¥、支払い求濫¥を有するな

ど、手のひらサイズで、パソコンに匹敵する求濫¥を有している。現在の携帯電話の多求濫¥化の実現は、

素子の小型化、集積化技術の発展によって支えられてきた。

  アイソレータは、現在主流になりつつある第3世代携帯電話ににおいて、アンテナと送信回路の

間に位置し、送信回路の安定動作を保証するために用いられている。このアイソレータは、フェライ

トのジャイU磁気現象を利用し非可逆性を得ており、他の電子十干と比べて、小型化が遅れており、

未だに集積化には至っていない。

  現在、電子回路、高周波回路にはマイクUストリップラインが広く用いられるが、素子の更なる

小型化、集積化を考えると、コプレーナ導波路(コプレーナライン)の方が、特性インピーダンスの

調整、作製行程の単純化などの面で、有利である。このような観点から、コプレーナ導波路の研究が

最近盛んに行われるようになってきたが、コプレーナ導波路を用いたアイソレータやサーキュレータ

などの非可逆性を持つ素子の研究は、まだ比較的少ないのが現状である。
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. 事を確認した。さらに、この設計に基づいて、アイソレータを試作した。作製したアイソレータは8GHz

付近に明瞭な非可逆特性を確認する事ができた。

  解析、実験の両面からゴプレーナ導波路を用いたサーキュレータの非可逆特性を示す事ができた。
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